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論 文 内 容 の 要 旨 
第 1 章 序論 




































































第 3 章 任意位置での光刺激機能を備えた神経電極 
 2 章で 3 点の深さ位置で刺激ができる神経電極を作製し、評価を行った結果十分な有用性を










































第 4 章 考察 





























第 1 章は序論であり、本研究の背景、目的について述べている。 














第 4 章では、2 章および 3 章で提案し作製した神経電極についての結果をまとめて、考察を行って
いる。 
第 5 章は結論である。 
以上要するに本論文は、脳深さ方向における局所の神経回路解明のために用いられる光刺激機能を
有した神経電極を開発したものである。また、その結果は、本神経電極が、さまざまな脳の深さ位置
での光刺激および刺激に対する反応を計測することができ、局所の神経回路解明に有用であることを
示唆したものであり、医工学の発展に寄与するところが少なくない。 
よって、本論文は博士（医工学）の学位論文として合格と認める。 
 
 
